
トップランナーを目指し、新たな挑戦を続ける町に

地方創生を目指した議会に

　新年あけましておめでとうございます。本
年も皆様にとって素晴らしい年になりますよう
祈念申し上げます。
　さて昨年も能登半島地震をはじめ全国各
地で大きな災害が起きました。災害は他人事
ではありません。町ではさらに防災力の強化

を図るとともに町民の
皆さんには、自分の命
は自分で守る自助の
精神と、隣近所で助け
合う共助の精神の意
識づけをお願いいたし
ます。
　また今年は自治体
DX、いわゆる行政の

デジタル化を本格化させます。2月から住民
票などのコンビニ交付をスタートさせるなど
住民サービスの向上に役立てていきます。あ
わせてDXによる役場業務の効率化により経
費の削減にも努めていきます。
　さらに空き家対策も重点施策と位置付け
ています。防災や防犯対策という面だけでな
く、空き家を住宅や店舗に変えることで定住
人口の増加や地域経済の活性化にもつなげ
ていきます。笠松競馬場円城寺廐舎の跡地
の活用計画とも連携させながら町の未来をひ
らくために積極的に取り組んでいきます。
　現代は、何が起きるか分からない不確実性
の時代です。行政も過去の慣習ややり方にこ
だわらず、変化に柔軟に対応していく姿勢が
求められます。トップランナーを目指し、新たな
挑戦を続ける笠松町にご理解とご協力をお
願いいたします。

　新年明けましておめでとうございます。町
民の皆様には、日頃より笠松町議会の活動に
ご理解とご支援を賜り厚く感謝申し上げます。
　昨年は1月1日の午後4時10分能登半島
地震で幕を開けましたが、能登地方に暮らし
ておられる方々には、1年が経過した今日でも
復旧復興の先が見えず、厳しい生活を送られ
ていることに心よりお見舞い申し上げます。
　さて、10月1日に就任された石破茂内閣総
理大臣は、地方の活力や元気さがこれからの
日本の発展に欠かせないと強調され、地方創
生資金を倍増すると明言されました。笠松町
でも南海トラフ地震が30年以内に起こる可
能性が高いと言われており、その対策を講じ
ていく必要があります。しかし、その財源は現
在の厳しい財政状況では賄いきれず国や県
の助成に頼るところが大きく、石破茂総理大
臣の政策に大きな期待感を持っております。

　一方、笠松競馬場の円城寺廐舎を薬師寺
に移転することが決定し、移転工事が本格化
することになっております。円城寺廐舎跡地
の活用については地権者のご理解を得なが
ら進めることになりますが、行政面積の小さな
笠松町にとって約3万坪の跡地利用は、これ
からの地方創生や笠松町発展の起爆剤にな
るものと確信しております。
　笠松町のまちづくりに地方創生を念頭に置
きながら活動してまいります
ので、皆様方のご理解とご
支援をお願い申し上げ、本
年も息災にお過ごしいただ
くことを祈念し、年頭のあい
さつとさせていただきます。

笠松町長
古田 聖人

笠松町議会議長
伏屋 隆男

令和6年度（第53回）教育功労者表彰

　11月26日、岐南町中央公民館で、第53回羽
島郡二町教育功労者表彰式が行われ、羽島郡
内の教育、学問及び文化の振興発展に長年貢
献された次の方が表彰されました。

当町関係分（敬称略）
　笠松中学校教諭　青井 幸男

（下段左から2人目）

町赤十字奉仕団松枝分団及び下羽栗分団がぞうきんの寄贈と寄附

　12月4日、町赤十字奉仕団松枝分団及び下羽栗分団の皆さんが役場を訪問され、「公共施設で
お使いください」と手作りぞうきんのほか、社会福祉向上のためにと寄附金を手渡されました。
　各分団の事業の一環として、松枝分団は今回初めて実施、下羽栗分団は毎年実施をされていま
す。
　いただいたぞうきんは、各公共施設へ配布して清掃活動に、寄附金は地域福祉の向上のために活
用させていただきます。

100歳おめでとうございます

山田 十三子さん

　12月5日に満100歳を迎えられました。
　長年にわたり地域の発展に寄与されたことに感謝し、長寿者褒賞金を贈呈しました。

Town Topics
まちの話題 皆さんの身近な話題や出来事を教えてください。

広報担当者が取材に伺います！
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